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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号を受信して、映像を表示する携帯電話機であって、
　映像を画面にて表示中に、所定の入力を受け付けると、前記表示が縦画面表示であるか
横画面表示であるかを判定し、該判定結果に基づいて、縦画面表示である場合は第１の画
像と映像とを互いに重ならないように表示し、横画面表示である場合は第２の画像と映像
とを互いに重ならないように表示する、表示部と、を備えることを特徴とする携帯電話機
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話機にて、映像及び情報を表示する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話機の多様化が進み、通話機能以外の機能をも備える携帯電話機が続々と
登場している。通話機能以外の機能として、例えば、インターネット接続の機能、電子メ
ール機能、音声映像付電子メール機能及びテレビ電話機能である。
【０００３】
　従来の携帯電話機は、当該携帯電話機に備えられている１つの機能の動作中に、他の機
能の動作を行う場合には、動作している機能を中断し、他の機能の動作を行う。このとき
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、携帯電話機の画面にて表示される内容は、中断した機能に係る情報から、動作が行われ
ている他の機能に係る情報となる。
【０００４】
　例えば、従来の携帯電話機は、利用者がインターネットの接続にてＷｅｂサイトの閲覧
中、つまりインターネット接続機能の動作中に、電話の着信があると、インターネット接
続機能の動作を中断して、通話機能の動作を行う。これにより、利用者は電話の発信者と
の通話が可能となる。また、従来の携帯電話機は、インターネット接続機能の動作中に、
電子メールの着信があると、インターネット接続機能の動作を中断して、電子メール機能
の動作を行う。これにより、利用者は着信のあった電子メールの閲覧や、その電子メール
に対する返信の電子メールを作成することが可能となる。これらの場合に、従来の携帯電
話機の画面にて表示される情報は、Ｗｅｂサイトに係る画面情報から、通話機能に係る情
報（例えば、通話中を示す情報）や電子メール機能に係る情報となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平５－３７９３０号公報
【特許文献２】特開平１０－２３４０４３号公報
【特許文献３】ＷＯ９８／２０３０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、携帯電話機にて、１つの機能を利用中に、他の機能の利用を行う場合に
、表示する情報を利用中の機能に係る情報から他の機能に係る情報へと切り替わることは
、利用者にとっては、不快に感じる場合がある。そのため、利用者から、１つの機能を利
用中に、他の機能の利用を行う場合に、利用中の機能に係る情報の表示を中断することな
く、他の機能に係る情報を表示してほしいという要望がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、受信した映像の表示中に、他の情報を表示する場合に、受信した映
像の表示を中断することなく、映像と他の情報を利用者にとって見やすいように表示する
ことができる携帯電話機及び表示方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、映像信号を受信して、映像を表示する携帯電話
機であって、映像を映像表示標準姿勢で表示中に、利用者による所定の操作を検知する検
知手段と、携帯電話機における待ち受け、着信及び発信のうち何れかの状態に応じた表示
情報を生成する生成手段と、前記検知手段にて所定の操作を検知すると、前記映像を縮小
及び映像表示標準姿勢から９０度回転した縮小回転映像を生成し、生成した縮小回転映像
と、前記生成手段にて生成した表示情報とを並べて画面に表示する表示手段とを備えるこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　課題を解決するための手段に示した構成によると、携帯電話機は、映像を画面に表示中
に、利用者による所定の操作を検知すると、映像を縮小及び９０度回転して、縮小回転映
像を生成し、生成した縮小回転映像と、表示情報とを並べて画面に表示することができる
。これにより、携帯電話機は、映像の表示中に、所定の操作を検知すると、映像の表示を
中断することなく、表示情報を表示することができる。また、表示する映像を縮小及び映
像表示標準姿勢から９０度回転することにより、表示する映像の内容を常に保障しつつ、
表示情報の表示が可能となる。さらに、このとき、表示する映像は、利用者が携帯電話機
を操作するときの携帯電話機の画面にて正立した状態となるため、利用者にとって見やす
いものとなる。
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【００１０】
　ここで、前記画面は、第１表示領域と第２表示領域とからなり、前記表示手段は、前記
第１表示領域と前記第２表示領域との面積の比率を示す比率情報を記憶しており、前記比
率情報に基いて、前記縮小回転映像を生成し、生成した前記縮小回転映像を第１表示領域
にて表示し、前記生成手段にて生成した表示情報を第２表示領域にて表示するとしてもよ
い。
【００１１】
　この構成によると、携帯電話機は、記憶している比率情報に基いて、縮小回転映像を生
成して、生成した縮小回転映像を第１表示領域にて表示し、生成手段にて生成した表示情
報を第２表示領域にて表示することができる。これにより、所定の操作を検知すると、予
め記憶している面積比率にて、映像と表示情報とを表示することができる。
【００１２】
　ここで、前記表示手段は、さらに、記憶している比率情報とは異なる比率情報を受け付
けると、前記縮小回転映像と前記表示情報とを並べて表示する替わりに、受け付けた比率
情報に基いて、前記縮小回転映像を再縮小又は拡大し、再縮小又は拡大した前記縮小回転
映像と前記表示情報とを並べて表示するとしてもよい。
【００１３】
　この構成によると、携帯電話機は、記憶している比率情報とは異なる比率情報を受け付
けることにより、縮小回転映像と表示情報とを並べて画面に表示する替わりに、受け付け
た異なる比率情報に基いて、縮小回転映像を再縮小又は拡大し、再縮小又は拡大した縮小
回転映像と表示情報とを並べて表示することができる。これにより、予め記憶している面
積比率以外の比率にて、映像と表示情報とを表示することができる。
【００１４】
　ここで、前記携帯電話機は、さらに、操作指示を利用者より受け付ける操作指示受付手
段と、前記表示手段にて、前記縮小回転映像と前記表示情報とを表示中に、操作の対象を
切り替える切替指示を利用者より受け付ける切替指示受付手段と、前記切替指示受付手段
にて前記切替指示を受け付けると、前記操作指示に基く操作の対象を前記縮小回転映像の
表示に関連する第１機能から前記表示情報に関連する第２機能へ切り替える、又は前記第
２機能から前記第１機能へ切り替える操作切替手段とを備えるとしてもよい。
【００１５】
　この構成によると、携帯電話機は、縮小回転映像と表示情報とを画面に表示している場
合に、利用者より切替指示を受け付けると、操作指示に基く操作の対象を切り替えること
ができる。これにより、利用者は、操作の対象を切り替えることにより、第１機能及び第
２機能の操作が可能となる。
【００１６】
　ここで、前記操作切替手段は、前記操作指示に基く操作の対象として、前記第１機能及
び前記第２機能の何れかを示す出力先情報を記憶しており、前記切替指示を受け付けると
、前記出力先情報を前記第１機能を示す情報から前記第２機能を示す情報へと書き換えて
記憶、又は前記出力先情報を前記第２機能を示す情報から前記第１機能を示す情報へと書
き換えて記憶し、前記操作指示受付手段は、前記出力先情報にて示される情報に応じて、
前記操作指示を前記第１機能及び前記第２機能の何れかへ出力するとしてもよい。
【００１７】
　この構成によると、携帯電話機は、利用者より切替指示を受け付けると、記憶している
出力先情報を第１機能を示す情報から第２機能を示す情報へと書き換えて記憶、又は前記
出力先情報を第２機能を示す情報から第１機能を示す情報へと書き換えて記憶し、操作指
示受付手段は、出力先情報にて示される情報に応じて、操作指示を第１機能及び第２機能
の何れかへ出力することができる。これにより、操作の対象を切り替えることができる。
【００１８】
　ここで、前記携帯電話機は、さらに、前記映像信号に対応する音声信号を受信して、音
声を出力し、前記携帯電話機は、さらに、前記携帯電話機に対する動作指示を受け付ける
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動作指示受付手段と、前記動作指示を受け付けると、出力される音声の音量を調節する音
量調節手段と、前記音量調節手段にて調節された音量に基づいて、音声を出力し又は消音
とする音声出力手段とを備えるとしてもよい。
【００１９】
　この構成によると、携帯電話機は、利用者により動作指示を受け付けると、出力される
音声の音量を調節し、調節した音量に基いて、音声を出力又は消音とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】携帯電話機１の斜視図である。
【図２】携帯電話機１を閉状態とし、テレビを視聴する際の使用形態を示す図である。
【図３】携帯電話機１の構成を示すブロック図である。
【図４】分割情報記憶部１０１が有する分割情報テーブルＴ１００のデータ構造を示す。
【図５】音量情報記憶部１０２が有する音量情報テーブルＴ１０１のデータ構造を示す。
【図６】電話帳記憶部１０３が有する電話帳テーブルＴ１０２のデータ構造を示す。
【図７】画面１２を分割した場合の表示形態を示す図である。
【図８】テレビ番組出力処理の動作を示す流れ図である。
【図９】表示制御切替処理の動作を示す流れ図である。
【図１０】イベント通知処理の動作を示す流れ図である。
【図１１】通知情報生成処理の動作を示す流れ図である。
【図１２】キー操作切替処理の動作を示す流れ図である。
【図１３】音量調整処理の動作を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
本発明に係る実施の形態としての携帯電話機１について説明する。
【００２２】
　１．　携帯電話機１の概要
　ここでは、携帯電話機１の概要について説明する。携帯電話機１は、テレビ番組を受信
し、受信したテレビ番組を出力するテレビ機能を有するスライド式携帯電話機であり、図
１に示すように、第１筐体１０及び第２筐体１１からなる。利用者は、図１（ａ）に示す
ように第２筐体１１が第１筐体１０と重ね合わさった状態（以下、「閉状態」という。）
にして、携帯電話機１を持ち運ぶことができ、図１（ｂ）に示すように第２筐体１１を長
軸方向にスライドさせ、携帯電話機１を伸長した状態（以下、「開状態」という。）にし
て、携帯電話機１に備えられた機能を利用することができる。ここで、携帯電話機１に対
する電源投入及び切断は開状態にて行う。
【００２３】
　また、利用者は、携帯電話機１にてテレビ番組を視聴する場合に、先ず携帯電話機１を
開状態として、ボタン押下による所定の操作を行ってテレビ番組の受信開始を指示し、そ
の後、携帯電話機１を開状態から閉状態へ状態を移行することにより、閉状態で視聴する
ことができる。このとき、図２に示すように、携帯電話機１は、液晶画面である画面１２
を横長としてテレビ番組の映像を表示する。通常のテレビの画面は、縦と横の長さを比べ
ると、横の長さが縦の長さより長い（通常、縦横比は「３：４」である。）。そのため、
携帯電話機１にて、テレビ番組の映像を表示する画面を横長にすることにより、利用者は
、通常のテレビと同様の感覚で視聴できることになる。
【００２４】
　なお、図示はしていないが、携帯電話機１の側面にボタンを設置し、閉状態時に、その
ボタンの押下することにより、テレビ番組の受信開始を指示してもよい。また、携帯電話
機１において、テレビ番組を表示する際も、縦横比を「３：４」とすることが望ましいが
、縦横比は、「３：４」に限定されない。横の長さが縦の長さよりも長ければ、縦横比は
他の値であってもよい。
【００２５】
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　携帯電話機１は、閉状態でテレビ番組の映像表示中に、外部からのイベント（例えば、
電子メールの着信や電話の着信）を受信した場合には、表示する画面を上下に２分割し、
分割された１つの画面領域にてテレビ番組の映像を表示し、他方の画面領域にて、イベン
トが発生した旨を通知する。また、携帯電話機１は、閉状態でテレビ番組の映像表示中に
、利用者が他の機能の利用開始を検知すると、表示する画面を縦長として上下に２分割す
る。さらに、分割された１つの画面領域にてテレビ番組の映像を表示できるように通常表
示する場合よりも映像を縮小し、その画面領域にて縮小した映像を表示し、他方の画面領
域にて、携帯電話機１にて未使用時に常時表示しておく画面である待受画面を表示するた
めの情報や、他の機能による情報を表示する。
【００２６】
　なお、本実施の形態では、外部イベントを電子メールの着信及び電話の着信とし、外部
イベントの受信とは、電子メールの着信及び電話の着信のうち何れかを受信することとす
る。また、電話の着信には、テレビ電話に係る着信を含み、電子メールの着信には、音声
映像付電子メールを含む。
【００２７】
　２．　携帯電話機１の構成
　ここでは、携帯電話機１の構成について説明する。携帯電話機１は、図３に示すように
、分割情報記憶部１０１、音量情報記憶部１０２、電話帳記憶部１０３、無線部１０４、
信号処理部１０５、マイク１０６、スピーカー１０７、チューナ１０８、操作検知部１０
９、表示部１１０、キー入力部１１１、制御部１１２、分割情報設定部１１３及び音量情
報設定部１１４から構成されている。
【００２８】
　携帯電話機１は、具体的には、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ディスプレイユ
ニットなどから構成されるコンピュータシステムである。前記ＲＯＭには、コンピュータ
プログラムが記憶されている。前記マイクロプロセッサは、前記コンピュータプログラム
に従って動作することにより、携帯電話機１は、その機能を達成する。
【００２９】
　また、携帯電話機１は、図示していないが上記の構成の他に時計機能を有する時計部、
日本語変換機能等が格納されたメモリ部や、充電可能な二次電池や電源回路部等を有して
各部に対して電源を供給する電源部などをも有し、通常の携帯電話機としての動作を行う
ものとする。
【００３０】
　（１）分割情報記憶部１０１
　分割情報記憶部１０１は、画面を分割する比率を携帯電話機１の開閉状態と対応付けて
記憶している。
【００３１】
　分割情報記憶部１０１は、図４に一例として示すように、分割情報テーブルＴ１００を
有しており、分割情報テーブルＴ１００は、状態と分割比率とからなる組を２つ記憶する
ための領域を備えている。
【００３２】
　状態は、携帯電話機１の開閉状態を示す情報である。分割比率は、画面を上下分割する
際、上に位置する画面領域と下に位置する画面領域との比率を示す情報である。つまり、
分割比率は、上に位置する画面領域と下に位置する画面領域との面積比率を示している。
分割比率が「Ａ：Ｂ」であるとは、画面分割時に上に位置する画面領域の割合を「Ａ」と
し、下に位置する画面領域の割合を「Ｂ」とする。
【００３３】
　例えば、状態が「閉状態」で、分割比率が「８０：２０」である場合には、携帯電話機
１が閉状態時の画面分割は、上に位置する画面領域の割合が「８０」となり、下に位置す
る画面領域の割合が「２０」となる。
【００３４】
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　なお、分割情報テーブルＴ１００には、開状態に対応する分割比率と、閉状態に対応す
る分割比率とが、携帯電話機１の購入時に予め記憶されている。
【００３５】
　（２）音量情報記憶部１０２
　音量情報記憶部１０２は、携帯電話機１にてテレビ番組の映像表示中に他の機能を使用
する場合に、出力するテレビ番組の音声の音量を使用する機能の用途と対応付けて記憶し
ている。
【００３６】
　音量情報記憶部１０２は、図５に一例として示すように、音量情報テーブルＴ１０１を
有しており、音量情報テーブルＴ１０１は、使用用途と使用音量とからなる組を１以上記
憶するための領域を備えている。なお、以降では、使用用途と使用音量とからなる組を音
量情報という。
【００３７】
　使用用途は、携帯電話機１にてテレビ番組の映像表示中に、使用する他の機能の使用用
途を示す情報である。
【００３８】
　使用音量は、使用用途に示される操作がなされたときに、出力するテレビ番組の音声の
音量を示す情報であり、消音及び最小の何れかからなる。ここで、消音とは、テレビ番組
の音声を出力しないことであり、最小とは、最も小さい音量を出力することである。
【００３９】
　例えば、使用用途が「音声映像付電子メールの再生」で、使用音量が「消音」である場
合には、音声映像付電子メールの再生時には、テレビ番組の音声は出力されないこととな
る。
【００４０】
　（３）電話帳記憶部１０３
　電話帳記憶部１０３は、携帯電話機１の利用者の知人の名前とその知人の電話番号と電
子メールアドレスとを対応付けて記憶している。
【００４１】
　電話帳記憶部１０３は、図６に一例として示すように、電話帳テーブルＴ１０２を有し
ており、名前と電話番号と電子メールアドレスとからなる組を１以上記憶するための領域
を備えている。
【００４２】
　名前は、携帯電話機１の利用者の知人の名前であり、電話番号は、その知人の電話番号
を示し、電子メールアドレスは、その知人の電子メールアドレスを示す。
【００４３】
　なお、名前に対して、電話番号及び電子メールアドレスの双方とも対応付ける必要はな
く、どちらか１つと対応付けてもよい。
【００４４】
　（４）無線部１０４
　無線部１０４は、アンテナ１３を介して送受信する信号の変復調を行う。
【００４５】
　（５）信号処理部１０５
　信号処理部１０５は、マイク１０６から入力される音声信号を無線部１０４を介して送
信するための処理や、アンテナ１３から無線部１０４を介して受信した音声信号をスピー
カー１０７へ出力するための処理を行う。
【００４６】
　また、信号処理部１０５は、無線部１０４を介して電子メールや音声映像付電子メール
の着信に係る信号や、電話の着信に係る信号を受け取ると、受け取った信号を制御部１１
２へ出力するための処理を行う。また、制御部１１２より電子メールや音声映像付電子メ
ールの発信に係る信号や、電話の発信に係る信号を受け取ると、受け取った信号を無線部
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１０４を介して送信するための処理を行う。
【００４７】
　（６）マイク１０６
　マイク１０６は、入力された音声を音声信号として信号処理部１０５へ出力する。
【００４８】
　（７）スピーカー１０７
　スピーカー１０７は、信号処理部１０５にて処理された音声信号又は制御部１１２より
受け取った音声データを音声として出力する。
【００４９】
　（８）チューナ１０８
　チューナ１０８は、アンテナ２０を備えており、制御部１１２より特定のテレビ番組の
受信を行う旨を示す受信開始指示を受け取ると、アンテナ２０を介して、複数のテレビ放
送局よりデジタルテレビ放送によるそれぞれの放送波を受信し、受信した複数の放送波よ
り特定のテレビ番組に対応する放送波を選局する。さらに、チューナ１０８は、選局した
放送波よりテレビ番組を取得し、取得したテレビ番組を制御部１１２へ出力する。ここで
、テレビ番組は、映像データと音声データとからなり、具体的には、ＭＰＥＧ４（Ｍｏｖ
ｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅｓ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ　４）の規格や、ＪＰＥＧ２０
００、Ｈ２６３及びＭＰＥＧ２規格に基いた信号である。
【００５０】
　また、チューナ１０８は、制御部１１２よりテレビ番組の受信を終了する旨を示す受信
終了指示を受け取ると、複数の放送波の受信を終了する。
【００５１】
　（９）操作検知部１０９
　操作検知部１０９は、携帯電話機１の開閉状態を検知する。
【００５２】
　操作検知部１０９は、携帯電話機１の開閉状態に応じて接続若しくは非接続となる開閉
スイッチを有しており、携帯電話機１が開状態になると、開閉スイッチが接続して電気信
号が流れ、携帯電話機１が閉状態になると、開閉スイッチが非接続となり電気信号が流れ
なくなる。なお、携帯電話機１が開状態の間は、常に電気信号が流れている。
【００５３】
　操作検知部１０９は、開閉スイッチによる電気信号の流れの有無により携帯電話機１の
開閉状態を検知することができる。
【００５４】
　操作検知部１０９は、閉状態から開状態へ状態が移行したことを検知する、つまり開閉
スイッチによる電気信号の流れが開始されたことを検知すると、制御部１１２へ携帯電話
機１の状態が開状態であることを示す開状態情報を出力する。また、操作検知部１０９は
、開状態から閉状態へ状態が移行したことを検知する、つまり開閉スイッチによる電気信
号の流れがないことを検知すると、制御部１１２へ携帯電話機１の状態が閉状態であるこ
とを示す閉状態情報を出力する。
【００５５】
　これにより、携帯電話機１に備えられた機能の利用を検知することができる。なぜなら
、携帯電話機１に備えられた機能を使用する場合には、先ず、開状態にする必要があるた
めである。
【００５６】
　（１０）表示部１１０
　表示部１１０は、制御部１１２より受け取った映像データを映像として画面１２にて表
示するまた、制御部１１２より受け取った情報を画面１２にて表示する。
【００５７】
　ここで、画面１２を分割して表示する場合は、上述したように、以下に挙げる２つの場
合がある。１つは、携帯電話機１は閉状態でテレビ番組の映像表示中に外部イベントが発
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生した場合であり、もう１つは、携帯電話機１は閉状態でテレビ番組の映像表示中に開状
態へ移行した場合である。以下に、上記に示したそれぞれの場合について、前者を閉状態
の場合、後者を開状態の場合として、画面１２の分割時の表示について説明する。
【００５８】
　（Ａ）閉状態の場合
　閉状態の場合は、図７（ａ）に一例として示すように、画面１２は、第１画面１５１と
第２画面１５２とに分割される。このとき、画面１２を分割する制御は、制御部１１２に
て行われる。
【００５９】
　表示部１１０は、テレビ番組の映像データと、外部イベントが発生した旨を示す情報及
び発信者に係る情報からなる通知情報とを受け取る。表示部１１０は、受け取ったテレビ
番組の映像データを映像として第１画面１５１にて表示し、さらに、受け取った通知情報
を第２画面１５２にて表示する。つまり、テレビ番組の映像を、第１画面１５１にて表示
できるようにテレビ番組の映像を縮小して表示することになる。
【００６０】
　ここで、通知情報は、電子メールの着信を受信した場合には、電子メール着信の旨を示
す情報と、電子メールの発信者に係る情報（例えば、電子メール発信者の名前又は電子メ
ールのアドレス）とからなり、電話着信の場合には、電話着信の旨を示す情報と、電話の
発信者に係る情報（例えば、電話発信者の名前又は電話番号）とからなる。
【００６１】
　（Ｂ）開状態の場合
　開状態の場合は、図７（ｂ）に一例として示すように、画面１２は、第３画面１５３と
第４画面１５４とに分割される。このとき、画面１２を分割する制御は、制御部１１２に
て行われる。
【００６２】
　表示部１１０は、テレビ番組の映像データと、表示すべき情報とを受け取る。表示すべ
き情報とは、携帯電話機１における動作状態に応じて表示する情報である。また、動作状
態とは、電話着信や電子メール着信の待ち受け動作、電話着信時の動作、電話発信時の動
作、電子メール着信時の動作及び電子メール発信時の動作の何れかの状態を示す。つまり
、表示すべき情報は、閉状態から開状態の移行直後の動作状態を示す情報であり、以下の
何れかとなる。電話や電子メールの着信の待ち受け時の動作の状態においては、表示すべ
き情報は、待受画面として表示する情報であり、電話着信時の動作の状態においては、電
話の着信がある旨を知らせる情報であり、電話の発信時の動作の状態においては、電話の
発信を行う旨の情報である。また、電子メール着信時の動作の状態においては、電子メー
ルの着信がある旨を知らせる情報であり、電子メールの発信時の動作の状態においては、
電子メールの発信を行う旨の情報である。携帯電話機１は、閉状態から開状態の移行直後
は、上記の何れかの動作を行い、その動作に対応する表示すべき情報を表示することにな
る。表示すべき情報の表示後は、利用者の操作による、他の画面への画面遷移が制御部１
１２により行われる。他の画面へ画面遷移の一例は、待受画面から電話帳の一覧表示への
画面遷移である。なお、以降では、表示すべき情報及び画面遷移により表示される画面の
情報を表示情報と呼ぶ。つまり、表示情報とは、表示すべき情報及び画面遷移により表示
される画面の情報の何れかを示す。
【００６３】
　表示部１１０は、受け取ったテレビ番組の映像データを映像として第３画面１５３にて
表示し、さらに、受け取った表示情報を第４画面１５４にて表示する。つまり、表示部１
１０は、テレビ番組の映像を第３画面１５３にて表示できるように縮小されたテレビ番組
の映像を表示することとなる。このとき、表示する第３画面１５３の縦横の比率に応じて
、第３画面１５３の上下の一部は、非表示の領域となる。また、図７（ｂ）では、第４画
面１５４に表示される表示情報の一例として、電子メールの着信時の表示情報を示してい
る。



(9) JP 5340367 B2 2013.11.13

10

20

30

40

50

【００６４】
　（１１）キー入力部１１１
　キー入力部１１１は、通話、データの入力、データの送信、携帯電話機１が備える機能
の動作指示等の操作を行う。
【００６５】
　キー入力部１１１は、利用者からキー操作にて、動作指示を受け付けると、受け付けた
動作指示に対応する動作指示情報を制御部１１２へ出力する。
【００６６】
　キー入力部１１１は、利用者からキー操作にて、テレビ視聴開始の指示を受け付けると
、制御部１１２へテレビ番組の受信を要求する視聴開始情報を出力する。また、利用者か
らキー操作にて、テレビ視聴終了の指示を受け付けると、制御部１１２へテレビ番組の受
信を終了する視聴終了情報を出力する。
【００６７】
　キー入力部１１１は、利用者からキー操作にて、画面を分割する際の分割比率を示す分
割情報を受け取ると、受け取った分割情報を制御部１１２へ出力する。ここで、分割情報
は、開閉状態を示す状態種別と、分割比率とからなり、状態種別は、閉状態及び開状態の
うち何れかを示す。
【００６８】
　キー入力部１１１は、利用者からキー操作にて、音量情報と、音量情報の登録種別を示
す登録種別とからなる音量登録情報を受け付けると、受け付けた音量登録情報を制御部１
１２へ出力する。登録種別は、音量情報の新規登録及び音量情報の変更うち何れかを示す
。
【００６９】
　キー入力部１１１は、画面分割時に利用者からキー操作にて、キー操作の割り当てを切
り替える指示を受け取ると、切替指示情報を制御部１１２へ出力する。
【００７０】
　（１２）制御部１１２
　制御部１１２は、携帯電話機１の全体動作の制御を行い、開状態情報及び閉状態情報の
うち何れかを記憶する状態記憶部２００を備えている。なお、状態記憶部２００には、携
帯電話機１の電源が投入されると、初期情報として開状態情報が記憶される。
【００７１】
　制御部１１２は、キー入力部１１１より分割情報を受け取ると、受け取った分割情報を
分割情報設定部１１３へ出力する。
【００７２】
　制御部１１２は、キー入力部１１１より音量登録情報を受け取ると、受け取った音量登
録情報を音量情報設定部１１４へ出力する。
【００７３】
　制御部１１２は、チューナ１０８よりテレビ番組を受け取ると、受け取ったテレビ番組
を映像データと音声データとに分離し、映像データを表示部１１０へ出力し、音声データ
をスピーカー１０７へ出力する。さらに、制御部１１２は、キー入力部１１１より視聴終
了情報を受け取ると、チューナ１０８へ受信終了指示を出力する。
【００７４】
　さらに、制御部１１２は、開状態でテレビ番組の映像を表示部１１０にて表示中に、キ
ー入力部１１１から切替指示情報を受け取ると、現在第３画面に表示されている情報に対
するキー操作が有効、つまりテレビ機能に対するキー操作が有効であるか否かを判断する
。制御部１１２は、テレビ機能に対するキー操作が有効であると判断する場合には、テレ
ビ機能に対するキー操作を無効とし、第４画面１５４にて表示されている情報に対するキ
ー操作を有効として、キー入力部１１１から受け取った動作指示情報に基いて、第４画面
１５４にて表示されている情報に係る機能の操作の制御を行う。例えば、第４画面１５４
にて表示されている情報が待受画面の情報である場合には、待受画面表示中に利用できる
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キー操作を有効とし、待受画面表示中の操作の制御を行い、第４画面１５４にて表示され
ている情報が電子メール作成画面の情報である場合には、電子メール作成に係るキー操作
を有効とし、電子メール作成の操作の制御を行う。制御部１１２は、テレビ機能が有効で
ない、つまり第４画面１５４にて表示されている情報に対するキー操作を有効であると判
断する場合には、第４画面１５４にて表示されている情報に対するキー操作を無効とし、
テレビ機能に対するキー操作を有効として、キー入力部１１１から受け取った動作指示情
報に基いて、テレビ機能の操作の制御を行う。これにより、制御部１１２は、画面分割時
にて、キー操作の割り当てを切り替えることができる。
【００７５】
　さらに、制御部１１２は、開状態でテレビ番組の映像を表示部１１０にて表示中に、他
の機能の動作指示（例えば、通話開始指示、音声映像付電子メールの再生指示や電子メー
ル作成開始指示）を受け取ると、受け取った動作指示に対応する使用用途を含む音量情報
が、音量情報テーブルＴ１０１に存在するか否かを判断する。制御部１１２は、音量情報
が存在すると判断する場合には、その音量情報を取得し、取得した音量情報に含まれる使
用音量を取得する。制御部１１２は取得した使用音量に基いて、スピーカー１０７より出
力されるテレビ番組の音声の音量を制御し、さらに、他の機能より音声データが得られた
場合には、得られた音声データをスピーカー１０７へ出力する。
【００７６】
　ここで、テレビ視聴開始時、テレビ番組の映像を表示部１１０にて表示中に開閉状態に
変化があった場合及びテレビ番組の映像を表示部１１０にて表示中に外部からのイベント
の受け付けがあった場合における制御部１１２の動作について、以下に説明する。
【００７７】
　（Ａ）テレビ視聴開始時
　制御部１１２は、キー入力部１１１より視聴開始情報を受け取ると、チューナ１０８へ
受信開始指示を出力し、状態記憶部２００に記憶している情報が、開状態情報であるか閉
状態情報であるかの判断を行う。開状態であると判断する場合には、現在の動作状況に対
応する表示情報を生成する。例えば、現在の動作が、待受画面を表示して、電話着信の待
ち受けの動作である場合には、表示情報は、待受画面を示す情報となる。
【００７８】
　次に、分割情報記憶部１０１に記憶している分割情報テーブルＴ１００の状態が開状態
と対応する分割比率に基いて、画面１２を第３画面１５３と第４画面１５４とに分割して
、分割した画面にて表示するよう表示部１１０を制御し、テレビ番組の映像データと、生
成した表示情報とを表示部１１０へ出力する。
【００７９】
　制御部１１２は、閉状態情報であると判断する場合には、画面１２を横長としてテレビ
番組の映像データを映像として表示するように表示部１１０を制御し、テレビ番組の映像
データを表示部１１０へ出力する。
【００８０】
　（Ｂ）開閉状態に変化があった場合
　制御部１１２は、テレビ番組の出力中、つまり映像データを表示部１１０へ出力中に、
操作検知部１０９より開状態情報若しくは閉状態情報を受け取ると、状態記憶部２００に
て記憶されている情報から受け取った情報へ更新する。さらに、制御部１１２は、受け取
った情報が開状態情報であるか閉状態情報であるかの判断を行う。
【００８１】
　受け取った情報が閉状態情報であると判断する場合には、映像を右９０度回転させて表
示するように映像データの並びを変換し、画面１２を横長としてテレビ番組の映像データ
を映像として表示するように表示部１１０を制御し、テレビ番組の映像データを表示部１
１０へ出力する。つまり、表示部１１０では、右９０度回転し、且つ画面１２の第３画面
の領域を用いて表示していた場合に比べて、画面１２における全領域を用いて表示するよ
う拡大された映像を表示することになる。
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【００８２】
　受け取った情報が開状態情報であると判断する場合には、現在の操作状況に対応する表
示情報を生成する。次に、映像を左９０度回転させて表示するように映像データの並びを
変換し、さらに、分割情報記憶部１０１に記憶している分割情報テーブルＴ１００の状態
が開状態と対応する分割比率に基いて、画面１２を第３画面１５３と第４画面１５４とに
分割して、テレビ番組の映像と表示情報とを表示するように表示部１１０を制御し、テレ
ビ番組の映像データと生成した表示情報とを表示部１１０へ出力する。つまり、表示部１
１０では、左９０度回転し、且つ画面１２の全領域を用いて表示していた場合に比べて、
画面１２の第３画像の領域を用いて表示するよう縮小された映像を表示することになる。
【００８３】
　ここで、９０度回転についての一例を、以下に挙げる。映像データは、通常、複数の画
素からなり、水平ｍ画素×垂直ｎ画素の領域にて構成されている（例えば、ｍ＝１７６、
ｎ＝１４４）。また、各画素の位置は、（ｘ、ｙ）にて示される。例えば、（１，１）に
て示される画素は領域における左上の端に位置する画素であり、（１７６、１）にて示さ
れる画素は、右上の端に位置する画素であり、（１，１４４）にて示される画素は領域に
おける左下の端に位置する画素であり、（１７６、１４４）にて示される画素は、右下の
端に位置する画素である。回転後の映像データを格納するための領域を確保する。次に、
右９０度回転する場合には、（ｘ、ｙ）に位置する画素を確保した領域の（Ｖ－ｙ＋１、
ｘ）にて示される位置へコピーする。なお、Ｖは、回転後の垂直方向の画素数である。こ
れを全ての画素に対して行うことで、表示する映像を右９０度に回転することができる。
また、左９０度回転する場合には、（ｘ、ｙ）に位置する画素を確保した領域の（ｙ、Ｈ
－ｘ＋１）にて示される位置へコピーする。なお、Ｈは、回転後の水平方向の画素数であ
る。これを全ての画素に対して行うことで、表示する映像を左９０度に回転することがで
きる。
【００８４】
　ここで、表示する映像の拡大及び縮小についての一例を、以下に挙げる。映像データは
、通常、複数の画素からなり、水平ｍ画素×垂直ｎ画素の領域にて構成されている（例え
ば、ｍ＝１７６、ｎ＝１４４）。表示する映像の拡大・縮小を行う場合には、拡大・縮小
後の映像データを格納するための領域を確保し、表示中の画面サイズと拡大・縮小後の画
面サイズとの縦比率ｐと横比率ｑとを算出する。次に（ｘ、ｙ）にて示される画素を確保
した領域の（ｘｐ、ｙｑ）にコピーする。ただし、ｘｐ、ｙｑの小数点以下は四捨五入と
する。これを全ての画素に対して行うことで、表示する映像の拡大及び縮小ができる。
【００８５】
　（Ｃ）外部イベントを受け付けた場合
　制御部１１２は、テレビ番組の出力中、つまり映像データを表示部１１０へ出力中に、
外部からのイベントを無線部１０４を介して受信すると、受信したイベントが電話の着信
であるか電子メールの着信であるかの判断を行う。
【００８６】
　制御部１１２は、受信したイベントが電話の着信であると判断する場合には、受信した
電話の着信に係る情報より発信元の電話番号を取得し、取得した電話番号と対応する発信
者の名前が電話帳テーブルＴ１０２に存在するか否かを判断し、存在すると判断する場合
には、その発信者の名前を用いて、電話の着信を知らせる通知情報を生成し、取得した電
話番号と対応する発信者の名前が電話帳テーブルＴ１０２に存在しないと判断する場合に
は、取得した電話番号を用いて、電話の着信を知らせる通知情報を生成する。なお、非通
知により発信者の電話番号が取得できない場合には、電話番号の替わりに、非通知である
旨の情報を用いて通知情報を生成する。
【００８７】
　また、制御部１１２は、受信したイベントが電子メールの着信であると判断する場合に
は、受信した電子メールの着信に係る情報より発信元の電子メールアドレスを取得し、取
得したアドレスと対応する発信者の名前が電話帳テーブルＴ１０２に存在するか否かを判
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断し、発信者の名前が存在すると判断する場合には、その発信者の名前を用いて、電子メ
ールの着信を知らせる通知情報を生成し、取得した電子メールアドレスと対応する発信者
の名前が存在しないと判断する場合には、取得した電子メールアドレスを用いて、電子メ
ールの着信を知らせる通知情報を生成する。例えば、受信した電子メールの着信に係る情
報より取得した発信者の電子メールアドレスが、「ａａａ＠ｅｅｅ．ｆｆｆ．ｇｇｇ」で
ある場合には、電話帳テーブルＴ１０２に登録してある名前「ＡＡＡ」を用いて通知情報
を生成し、受信した電子メールの着信に係る情報より取得した発信者の電子メールアドレ
スが、「ｚｚｚ＠ｅｅｅ．ｆｆｆ．ｇｇｇ」である場合には、取得した電子メールアドレ
スを用いて通知情報を生成する。
【００８８】
　次に、制御部１１２は、状態記憶部２００にて記憶されている情報が、開状態情報であ
るか閉状態情報であるかの判断を行う。制御部１１２は、記憶されている情報が閉状態で
あると判断する場合には、分割情報記憶部１０１に記憶している分割情報テーブルＴ１０
０の状態が閉状態と対応する分割比率に基いて、画面１２を第１画面１５１と第２画面１
５２と画面を分割し、テレビ番組の映像と通知情報とを表示するように表示部１１０を制
御し、テレビ番組の映像データと通知情報とを表示部１１０へ出力する。つまり、表示部
１１０では、画面１２の全領域を用いて表示していた場合に比べて、画面１２の第１画像
の領域を用いて表示するよう縮小された映像を表示することになる。
【００８９】
　また、制御部１１２は、記憶されている情報が開状態情報であると判断する場合には、
テレビ番組の映像データと、表示情報として通知情報とを表示部１１０へ出力する。この
とき、制御部１１２は、上述したように画面１２を分割して表示するように既に制御して
いることは言うまでもない。
【００９０】
　（１３）分割情報設定部１１３
　分割情報設定部１１３は、制御部１１２より分割情報を受け取ると、受け取った分割情
報に含まれる状態種別に基いて、分割情報テーブルＴ１００内の分割比率の更新を行う。
【００９１】
　例えば、受け取った分割情報に含まれる状態種別が「開状態」及び分割比率が「６０：
４０」である場合には、分割情報テーブルＴ１００において開状態に対応する分割比率を
「５０：５０」から「６０：４０」へと更新する。
【００９２】
　これにより、携帯電話機１の購入時に記憶されている分割比率を変更することができる
。
【００９３】
　（１４）音量情報設定部１１４
　音量情報設定部１１４は、制御部１１２より音量登録情報を受け取ると、受け取った音
量登録情報に含まれる登録種別に基いて、音量情報テーブルＴ１０１へ、音量情報の新規
登録若しくは更新を行う。
【００９４】
　例えば、受け取った登録音量情報に含まれる登録種別が新規登録を示す場合には、受け
取った登録音量情報に含まれる音量情報を音量情報テーブルＴ１０１へ書き込む。また、
受け取った登録音量情報に含まれる登録種別が変更を示す場合には、受け取った登録音量
情報に含まれる音量情報に基いて、音量情報テーブルＴ１０１内の音量情報を更新する。
【００９５】
　これにより、音量情報の新規登録又は変更を行うことができる。
【００９６】
　３．　携帯電話機１の動作
　ここでは、携帯電話機１の動作について説明する。
【００９７】
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　（１）テレビ番組出力処理
　ここでは、テレビ番組出力処理について、図８に示す流れ図を用いて説明する。
【００９８】
　制御部１１２は、利用者からのキー操作にてキー入力部１１１より視聴開始情報を受け
取ると（ステップＳ１０）、状態記憶部２００に記憶している情報が、開状態情報である
か閉状態情報であるかの判断を行う（ステップＳ１５）。
【００９９】
　制御部１１２は、開状態でない、つまり閉状態であると判断する場合には（ステップＳ
１５における「ＮＯ」）、画面１２を横長にて、テレビ番組の映像を表示するように表示
部１１０を制御する（ステップＳ２０）。制御部１１２は、開状態であると判断する場合
には（ステップＳ１５における「ＹＥＳ」）、画面１２を縦長として、分割情報記憶部１
０１に記憶している分割情報テーブルＴ１００の状態が開状態と対応する分割比率に基い
て画面を分割して、テレビ番組の映像と表示情報とを表示するよう表示部１１０を制御す
る（ステップＳ２５）。
【０１００】
　制御部１１２は、表示部１１０に対する表示制御の内容に応じて、テレビ番組の出力を
行う（ステップＳ３０）。
【０１０１】
　制御部１１２は、利用者からキー操作により視聴終了指示を受け付けたか否かを判断す
る（ステップＳ３５）。
【０１０２】
　制御部１１２は、視聴終了指示を受け付けたと判断する場合には（ステップＳ３５にお
ける「ＹＥＳ」）、テレビ番組出力処理を終了し、視聴終了指示を受け付けていないと判
断する場合には（ステップＳ３５における「ＮＯ」）、ステップＳ３０にて、表示部１１
０に対する表示制御の内容に応じて、テレビ番組の出力を続ける。
【０１０３】
　（２）表示制御切替処理
　ここでは、携帯電話機１の制御部１１２がテレビ番組の出力中（図８におけるステップ
Ｓ３０の実行中）に、携帯電話機１の開閉状態に変化があった場合に、表示する制御の切
り替えを行う表示制御切替処理について、図９に示す流れ図を用いて説明する。
【０１０４】
　制御部１１２は、操作検知部１０９より開状態情報及び閉状態情報のうち何れかの情報
を受け取ると（ステップＳ１００）、受け取った情報が開状態情報であるか否かを判断す
る（ステップＳ１０５）。
【０１０５】
　制御部１１２は、受け取った情報が開状態情報でない、つまり閉状態情報であると判断
する場合には（ステップＳ１０５における「ＮＯ」）、画面１２を横長にて、テレビ番組
の映像を表示するように表示部１１０を制御する（ステップＳ１１０）。なお、これ以後
、ステップＳ１１０にて変更された表示制御の内容に応じて、図８におけるステップＳ３
０におけるテレビ番組の出力が行われる。
【０１０６】
　制御部１１２は、受け取った情報が開状態情報であると判断する場合には（ステップＳ
１０５における「ＹＥＳ」）、現在の操作状況に対応する表示情報を生成し、さらに、画
面１２を縦長として、分割情報記憶部１０１に記憶している分割情報テーブルＴ１００の
状態が開状態と対応する分割比率に基いて画面を分割して、テレビ番組の映像と生成した
表示情報とを表示するよう表示部１１０を制御する（ステップＳ１１５）。なお、これ以
後、ステップＳ１１５にて変更された表示制御の内容に応じて、図８におけるステップＳ
３０では、テレビ番組の出力と表示情報の出力とが行われることとなる。
【０１０７】
　（３）イベント通知処理
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　ここでは、携帯電話機１の制御部１１２がテレビ番組の出力中（図８におけるステップ
Ｓ３０の実行中）に、携帯電話機１が外部イベントを受信した場合に、外部イベントの受
信を通知するイベント通知処理について、図１０に示す流れ図を用いて説明する。
【０１０８】
　制御部１１２は、無線部１０４を介して外部イベントを受信する（ステップＳ１５０）
。次に、制御部１１２は、通知情報生成処理にて通知情報を生成する（ステップＳ１５５
）。
【０１０９】
　制御部１１２は、状態記憶部２００にて記憶されている情報が、開状態情報であるか閉
状態情報であるかの判断を行う（ステップＳ１６０）。
【０１１０】
　制御部１１２は、開状態でない、つまり閉状態であると判断する場合には（ステップＳ
１６０における「ＮＯ」）、画面１２を横長として、分割情報記憶部１０１に記憶してい
る分割情報テーブルＴ１００の状態が閉状態と対応する分割比率に基いて画面を分割して
、テレビ番組の映像と通知情報とを表示するように表示部１１０を制御する（ステップＳ
１６５）。次に、制御部１１２は、テレビ番組の映像データと通知情報とを表示部１１０
へ出力する（ステップＳ１７０）。なお、これ以後、ステップＳ１６５にて変更された表
示制御の内容に応じて、図８におけるステップＳ３０では、テレビ番組の出力及び通知情
報の出力とが行われることとなる。
【０１１１】
　制御部１１２は、開状態であると判断する場合には（ステップＳ１６０における「ＹＥ
Ｓ」）、テレビ番組の映像データと、表示情報として通知情報とを表示部１１０へ出力す
る（ステップＳ１７５）。なお、これ以後、図８におけるステップＳ３０において、テレ
ビ番組の出力及び通知情報の出力とが行われることとなる。
【０１１２】
　（４）通知情報生成処理
　ここでは、イベント通知処理のステップＳ１５５にて行われる通知情報生成処理につい
て、図１１に示す流れ図を用いて説明する。
【０１１３】
　制御部１１２は、外部イベントが電話の着信であるか否かを判断する（ステップＳ２０
０）。
【０１１４】
　電話の着信であると判断する場合には（ステップＳ２００における「ＹＥＳ」）、受信
した電話の着信に係る情報より発信元の電話番号を取得し（ステップＳ２０５）、取得し
た電話番号と対応する発信者の名前が電話帳テーブルＴ１０２に存在するか否かを判断す
る（ステップＳ２１０）。名前が存在すると判断する場合には（ステップＳ２１０におけ
る「ＹＥＳ」）、登録されている発信者の名前を用いて、電話の着信を知らせる通知情報
を生成し（ステップＳ２１５）、名前が存在しないと判断する場合には（ステップＳ２１
０における「ＮＯ」、取得した電話番号を用いて、電話の着信を知らせる通知情報を生成
する（ステップＳ２２０）。なお、非通知により電話番号は取得できない場合には、ステ
ップＳ２２０にて、電話番号の替わりに、非通知である旨の情報を用いて通知情報を生成
する。
【０１１５】
　制御部１１２は、受信したイベントが電子メールの着信であると判断する場合には（ス
テップＳ２００における「ＮＯ」）、受信した電子メールの着信に係る情報より発信元の
電子メールアドレスを取得し（ステップＳ２２５）、取得したアドレスと対応する発信者
の名前が電話帳テーブルＴ１０２に存在するか否かを判断する（ステップＳ２３０）。名
前が存在すると判断する場合には（ステップＳ２３０における「ＹＥＳ」）、その発信者
の名前を用いて、電子メールの着信を知らせる通知情報を生成し（ステップＳ２３５）、
名前が存在しないと判断する場合には（ステップＳ２３０における「ＮＯ」）、取得した
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電子メールアドレスを用いて、電子メールの着信を知らせる通知情報を生成する（ステッ
プＳ２４０）。
【０１１６】
　（５）キー操作切替処理
　ここでは、携帯電話機１が開状態であり、制御部１１２がテレビ番組の出力中（図８に
おけるステップＳ３０の実行中）、つまり縦長にて分割表示中に、キー操作の割り当てを
切り替えるキー操作切替処理について、図１２に示す流れ図を用いて説明する。
【０１１７】
　制御部１１２は、利用者からキー操作により、キー操作の切替指示を受け付けると（ス
テップＳ３００）、現在のキー操作が有効となっている機能がテレビ機能であるか否かを
判断する（ステップＳ３０５）。
【０１１８】
　制御部１１２は、テレビ機能のキー操作が有効であると判断する場合には（ステップＳ
３０５における「ＹＥＳ」）、テレビ機能のキー操作を無効とし、第４画面１５３にて表
示されている情報に対するキー操作を有効とする（ステップＳ３１０）。
【０１１９】
　制御部１１２は、テレビ機能のキー操作が有効でないと判断する場合には（ステップＳ
３０５における「ＮＯ」）、テレビ機能のキー操作を有効とし、第４画面１５４にて表示
されている情報に対するキー操作を無効とする（ステップＳ３１５）。
【０１２０】
　（６）音量調整処理
　ここでは、携帯電話機１が開状態であり、制御部１１２がテレビ番組の出力中（図８に
おけるステップＳ３０の実行中）、つまり縦長にて分割表示中に、携帯電話機１が他の機
能の動作指示を受け付けた場合に、テレビの音量を調整する音量調整処理について、図１
３に示す流れ図を用いて説明する。
【０１２１】
　制御部１１２は、利用者からキー操作により、他の機能の動作指示を受け付けると（ス
テップＳ３５０）、受け付けた動作指示に対応する使用用途を含む音量情報が、音量情報
テーブルＴ１０１に存在するか否かを判断する（ステップＳ３５５）。
【０１２２】
　制御部１１２は、音量情報が存在すると判断する場合には（ステップＳ３５５における
「ＹＥＳ」）、その音量情報に含まれる使用音量を取得する（ステップＳ３６０）。制御
部１１２は取得した使用音量に基いて、スピーカー１０７より出力されるテレビ番組の音
声の音量を調整する（ステップＳ３６５）。なお、これ以後、調整された音量に基いて、
図８におけるステップＳ３０では、テレビ番組の音声データの出力が行われることとなる
。ただし、調整された音量が消音である場合には、テレビ番組の音声は出力されない。
【０１２３】
　制御部１１２は、音量情報が存在しないと判断する場合には（ステップＳ３５５におけ
る「ＮＯ」）、処理を終了する。
【０１２４】
　４．　まとめ
　以上説明したように本発明によると、携帯電話機１は、テレビ番組の出力中に、外部か
らのイベントを受信した際に、テレビ番組の出力を中断することなく、テレビ番組を出力
しつつ、外部イベントを受信した旨を知らせることができる。
【０１２５】
　また、携帯電話機１は、テレビ番組の出力中に、開閉状態に変化を検知する、つまり携
帯電話機１の利用、未利用を検知することにより、表示する画面の制御を行うことができ
る。
【０１２６】
　また、携帯電話機１は、開状態でテレビ番組の出力中に、キー操作の割り当てを切り替
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えることができる。
【０１２７】
　また、携帯電話機１は、開状態でテレビ番組の出力中に、他の機能の動作指示を受け付
けると、受け付けた動作指示に応じて、出力するテレビ番組の音声の音量を調節すること
ができる。
【０１２８】
　また、携帯電話機１は、分割情報を受け付けることにより、携帯電話機１の購入時に記
憶されている分割比率を変更することができる。
【０１２９】
　また、携帯電話機１は、音量登録情報を受け付けることにより、音量情報の新規登録又
は変更を行うことができる。
【０１３０】
　なお、本発明を上記の実施の形態に基いて説明してきたが、本発明は、上記の実施の形
態に限定されないのはもちろんである。以下の場合も本発明に含まれる。
【０１３１】
　（変形例）
　（１）上記実施の形態では、テレビ番組の出力中に外部イベントを受信した場合には、
出力するテレビ番組の音声の音量を調整しなかったが、これに限定されない。テレビ番組
の出力中に外部イベントを受信した場合に、出力するテレビ番組の音声の音量を調整して
もよい。
【０１３２】
　例えば、テレビ番組の音声を消音に調整し、イベントを受信したことを知らせる音（例
えば、電話を受信した場合には、電話の着信音）を発生させてもよい。
【０１３３】
　（２）上記実施の形態では、閉状態でテレビ番組の映像表示中に外部イベントを受信し
た場合には、画面１２を分割して、テレビ番組の映像と通知情報とを表示したが、これに
限定されない。スーパーインポーズにより、画面１２にて表示するテレビ番組の映像に通
知情報を重ねて、通知情報をテロップ表示してもよい。
【０１３４】
　例えば、電着テロップによる表示である。電着テロップは、テロップ表示させたい領域
をブルーバックとし、ブルーバックの領域に文字が白抜きにされた状態になるものである
。このとき、制御部１１２は、閉状態時の分割比率に基いて、電着テロップによる表示領
域を取得し、取得した領域におけるデータを映像データから電着テロップによる表示を行
う通知情報へと変換し、通知情報へと変換したデータを表示部１１０へ出力する。これに
より、電着テロップによる表示が可能となる。ここで、表示領域の取得方法として、例え
ば、表示領域を示すアドレスの取得である。
【０１３５】
　（３）本発明は、開閉状態の検知方法については限定しない。上記実施の形態で示した
検知方法以外に、例えば、光センサー、磁気センサー、エンコーダを用いて開閉状態を検
知してもよいし、電磁界による開閉状態の検知を行ってもよい。
【０１３６】
　（４）上記実施の形態では、携帯電話機１は、テレビ番組の表示中に、閉状態から開状
態に移行した場合には、画面１２を縦長にして、上下分割を行ったが、これに限定されな
い。テレビ番組の表示中に、閉状態から開状態に移行した場合に、画面１２を横長のまま
左右に分割してもよい。このとき、携帯電話機１は、テレビ番組の表示を９０度回転しな
いで（つまり、テレビ番組の表示方向は、分割前と同様）、表示する。
【０１３７】
　（５）上記実施の形態では、携帯電話機１の開閉状態を検知することで、携帯電話機１
の使用の検知を行ったが、これに限定されない。キー入力部１１１に備えられたボタンの
押下でもよい。
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【０１３８】
　例えば、第１筐体１０又は第２筐体１１の側面に備えられたボタン（例えば、電子メー
ルの受信の有無を問い合わせるボタン）の押下を検知することにより、携帯電話機１の使
用を検知してもよい。このとき、携帯電話機１は、閉状態にてテレビ番組を出力中に、ボ
タンの押下を検出すると、横長にて画面１２を分割してもよいし、縦長として画面１２を
上下分割してもよい。
【０１３９】
　（６）上記実施の形態では、携帯電話機１は、スライド式の携帯電話機としたが、これ
に限定されない。スライド以外にて開閉を行う携帯電話機であってもよい。
【０１４０】
　例えば、回転式にて開閉を行う携帯電話や、折り畳みと回転とを組み合わせた携帯電話
機である。
【０１４１】
　または、開閉を行わないストレートタイプの携帯電話機であってもよい。このとき、ス
トレートタイプの携帯電話機は、画面を横長にして、テレビ番組の映像を表示中に、ボタ
ンの押下を検出した場合には、縦長として画面１２を上下分割する。画面を横長にして、
テレビ番組の映像を表示中に、外部イベントを受信した場合には、上記実施の形態と同様
の画面の分割を行う。
【０１４２】
　（７）上記実施の形態では、画面１２を分割する際に、分割情報記憶部１０１に記憶し
ている情報を用いて、分割後の分割比率は固定としたが、これに限定されない。分割後、
キー操作により分割比率を変更して、表示してもよい。
【０１４３】
　このとき、キー操作により変更された分割比率を分割情報記憶部１０１に記憶している
対応する情報に上書きを行い、次に分割表示を行う場合には、上書きされた分割比率を用
いて、分割を行ってもよい。上書きを行わない場合には、次に分割表示を行う際には、分
割情報記憶部１０１に記憶している情報を用いて、画面１２を分割する。
【０１４４】
　（８）上記実施の形態では、閉状態にて、テレビ番組の映像を表示中に外部イベントを
受信した場合に、第１画面１５１と第２画面１５２に分割し、第１画面１５１にテレビ番
組の映像、第２画面１５２に通知情報を表示したが、これに限定されない。第１画面１５
１に通知情報、第２画面１５２にテレビ番組の映像を表示してもよい。
【０１４５】
　また、開状態にて、テレビ番組の映像と表示情報とを表示する場合も同様に、第３画面
１５３に表示情報、第４画面１５４にテレビ番組の映像を表示してもよい。
【０１４６】
　（９）上記実施の形態では、画面分割時に表示する内容をテレビ番組の映像と、表示情
報としたが、これに限定されない。画面分割時に表示する内容をテレビ電話による映像と
、表示情報としてもよい。これにより、テレビ電話による通話中に、電子メールの着信が
ある場合には、電子メールの着信がある旨の通知情報を表示情報として表示することがで
きる。
【０１４７】
　または、テレビ番組の映像表示中に、テレビ電話に係る電話着信を受けた場合には、第
３画面１５３にテレビ番組の映像、第４画面１５４にテレビ電話による映像を表示しても
よい。これにより、利用者は、テレビを視聴しながら、テレビ電話にて通話を行うことが
できる。
【０１４８】
　（１０）上記実施の形態では、画面１２を第１画面１５１と第２画面１５２とに分割す
る際に、上下に分割したが、左右に分割してもよい。
【０１４９】
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　（１１）上記実施の携帯では、閉状態でテレビ番組の映像表示中に、外部イベントを受
信した場合には、画面１２を第１画面１５１と第２画面１５２とに分割して、テレビ番組
の映像と通知情報とを表示したが、これに限定されない。、閉状態でテレビ番組の映像表
示中に、外部イベントを受信した場合には、画面１２を縦長とし、第３画面１５３と第４
画面１５４とに分割し、第３画面にテレビ番組の映像を表示し、第４画面１５４に通知情
報を表示してもよい。
【０１５０】
　（１２）上記実施の形態では、画面１２を縦横の長さが異なる長方形としたが、正方形
としてもよい。
【０１５１】
　このとき、閉状態でテレビ番組の映像を表示する際には、正方形の画面１２の領域のう
ち、テレビ番組の映像を表示する領域を横長となる長方形の領域とする。例えば、携帯電
話機１の長軸方向を横軸として、正方形の画面１２の縦を「１０：８０：１０」の割合で
３つの長方形に分割し、中央に位置する長方形の領域にてテレビ番組の映像を表示しても
よいし、または、携帯電話機１の長軸方向を縦軸として、正方形の画面１２の縦を「１０
：８０：１０」の割合で３つの長方形に分割し、中央に位置する長方形の領域にてテレビ
番組の映像を表示してもよい
　また、開状態でテレビ番組の映像を表示する際には、携帯電話機１の長軸方向を縦軸と
し、正方形の画面１２を上下分割する。
【０１５２】
　（１３）上記実施の形態では、キー操作の対象の切り替えを、第３画面に表示されてい
る情報に対するキー操作が有効であるか、第４画面に表示されている情報に対するキー操
作が有効であるかの判断を行って、キー操作の対象を行ったが、これに限定されない。
【０１５３】
　携帯電話機１は、利用者より、第３画面に表示されている情報に対するキー操作が有効
となるように指示する第１指示、若しくは、第４画面に表示されている情報に対するキー
操作が有効となるように指示する第２指示を受け付けてもよい。このとき、携帯電話機１
は、第１指示を受け付けた場合には、第３画面に表示されている情報に対するキー操作を
有効とし、第２指示を受け付けた場合には、第４画面に表示されている情報に対するキー
操作を有効とする。
【０１５４】
　（１４）キー操作の対象の切り替えを以下のように行ってもよい。
【０１５５】
　制御部１１２は、動作指示情報を格納するアドレスを示すアドレス情報を予め記憶して
いる。また、第３画面に表示されている情報に関連する機能は、「０」から始まるアドレ
スに格納された動作指示情報に基いて動作し、第４画面に表示されている情報に関連する
機能は、「１」から始まるアドレスに格納された動作指示情報に基いて動作する。
【０１５６】
　制御部１１２は、キー入力部１１１より切替指示情報を受け取ると、アドレス情報の先
頭１ビットの情報に「１」を加える。ビットは、通常、「０」、「１」の２進数にて表わ
されるため、切替指示情報を受け取る度にアドレス情報の先頭１ビットの情報に「１」を
加えても、桁上がりした値は無視されるため、アドレス情報の先頭１ビットは、常に「０
」又は「１」となる。
【０１５７】
　制御部１１２は、キー入力部１１１より動作指示情報を受け取ると、アドレス情報にて
示されるアドレスの領域へ動作指示情報を格納する。つまり、制御部１１２は、「０」か
ら始まるアドレスの領域若しくは「１」から始まるアドレスの領域へ格納する。
【０１５８】
　これにより、キー操作の対象の切り替えが可能となる。
【０１５９】



(19) JP 5340367 B2 2013.11.13

10

20

30

40

50

　（１５）本発明は、画面を分割の数については限定しない。３以上の分割であってもよ
い。
【０１６０】
　（１６）本発明は、通信方式については限定しない。例えば、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａ
ｌ　Ｈａｎｄｙ　ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｅｖｉｄｉｓｉ
ｏｎ　Ｍｕｌｔｉ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＰＤＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｅ
ｌｌｕｌａｒ）の何れの方式を用いる携帯電話機に適用してもよい。
【０１６１】
　（１７）放送局より受信するテレビ番組は、アナログ放送であってもよい。このとき、
携帯電話機は、通常の液晶テレビと同様に、テレビ番組の映像を表示する。なお、９０度
回転する方法は、実施の形態にて示した一例と同様の方法である。また、閉状態から開状
態に移行した場合のテレビ番組の映像の縮小の一例について以下に説明する。閉状態時に
横長にて表示する場合の縦のドットサイズを基準値とし、基準値と縮小後の縦のドットサ
イズとの比率に基いて、テレビ番組の映像の縮小し、縮小した画像を表示する。
【０１６２】
　（１８）本発明は、上記に示す方法であるとしてもよい。また、これらの方法をコンピ
ュータにより実現するコンピュータプログラムであるとしてもよいし、前記コンピュータ
プログラムからなるデジタル信号であるとしてもよい。
【０１６３】
　また、本発明は、前記コンピュータプログラム又は前記デジタル信号をコンピュータ読
み取り可能な記録媒体、例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク、ＣＤ―ＲＯＭ
、ＭＯ、ＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＢＤ（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ）
、半導体メモリなど、に記録したものとしてもよい。また、これらの記録媒体に記録され
ている前記コンピュータプログラム又は前記デジタル信号であるとしてもよい。
【０１６４】
　また、本発明は、前記コンピュータプログラム又は前記デジタル信号を、電気通信回線
、無線又は有線通信回線、インターネットを代表とするネットワーク等を経由して伝送す
るものとしてもよい。
【０１６５】
　また、本発明は、マイクロプロセッサとメモリとを備えたコンピュータシステムであっ
て、前記メモリは、上記コンピュータプログラムを記憶しており、前記マイクロプロセッ
サは、前記コンピュータプログラムに従って動作するとしてもよい。
【０１６６】
　また、前記プログラム又は前記デジタル信号を前記記録媒体に記録して移送することに
より、又は前記プログラム又は前記デジタル信号を前記ネットワーク等を経由して移送す
ることにより、独立した他のコンピュータシステムにより実施するとしてもよい。
【０１６７】
　（１９）上記実施の形態及び上記変形例をそれぞれ組み合わせるとしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１６８】
　上記にて示した技術は、携帯電話機を製造及び販売する産業において、経営的、つまり
反復的かつ継続的に利用されうる。
【符号の説明】
【０１６９】
　　１　　携帯電話機
　１０　　第１筐体
　１１　　第２筐体
　１２　　画面
１０１　　分割情報記憶部
１０２　　音量情報記憶部
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１０３　　電話帳記憶部
１０４　　無線部
１０５　　信号処理部
１０６　　マイク
１０７　　スピーカー
１０８　　チューナ
１０９　　操作検知部
１１０　　表示部
１１１　　キー入力部
１１２　　制御部
１１３　　分割情報設定部
１１４　　音量情報設定部
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